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東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループのまとめたRunup height(遡上高:津波最終打上地
点の海面上の高さ)とInundation height（浸水高：這い上がる途中で家屋などに記した水位の
海面上の高さ)。四国でも2,3m の高さの痕跡があった。

東北地方太平洋沖地震

　海底下で地盤が食い違う断層運動で地震が発生します。断
層運動によって海底が変動すると、その上にある海水も同じ
ように変動して、それが津波の元になります。津波の元を初
期波形と呼びます。津波の初期波形は津波の発生機構を考え
る上で最も重要な要素で、津波予測には欠かせないものです。
　地震計に記録された地震波から逆算して断層運動が推定で
きると、動いた海底面の上下変位が計算され、その変位から
津波の初期波形を求めることができる筈です。ところが物事
はそう簡単ではありません。地震波の解析にも精度の限界が
あり、津波の高さに敏感に影響する海底地盤の変動の詳細ま
でを正確に評価することがむずかしいからです。
　このため、実際に観測された津波波形と対照させながら、
地震波から推定される津波の初期波形を修正する必要が出
て来ます。今回の地震に際しては、全国の津波研究者や技
術者が集まって「東北地方太平洋沖地震津波合同調査グ
ループ」を結成し、広範囲にわたる領域で、多様な角度か
ら今回の津波の調査が共同で行われています。その結果は
http://www.coastal.jp/ttjt/ に時々刻々と集約されていま
す。そこでも、今回の津波の初期波形の推定に繋がる提案が
いくつか掲載されています。これらは、今後の津波予測の精
度向上に欠かせないものとなることでしょう。
　一方、集約された調査結果を見ると、今回の津波は、1896
（明治26）年や1933（昭和8）年の三陸大津波よりも、さ
らに大きいようです。1611年の慶長津波や869年の貞観津
波と同等、或いはそれ以上の所もあるようです。これまで、
津波が大きくなるのは、リアス式海岸のような入りくんだ場

所だと一般には思われて来ましたが、仙台平野でもかなり大
きくなり、平野の奥深くまで侵入しました。このことも今回
の津波の大きな教訓です。津波の波長（山と山、谷と谷の距
離）が長かった事、津波発生位置（波源の位置）が陸地に近
いところまであったことなどが影響したのでしょう。
　次に被害に目を向けると、住民の対応の仕方で人身被害に
随分大きな差が生じたようです。宮古市鍬が崎・角力浜（す
もうはま）は4割が65歳以上のお年寄りが暮らす村ですが、
普段の避難訓練が功を奏し、船を見に行った一人を除き全員
無事でした。釜石市鵜住居（うのすまい）の小中学生たち
は、危ないとみるや指定避難場所からさらに高い場所へと
移動し助かりました。臨機応変の判断が身を助けたのです。
　明治や昭和の津波の後に実施された住宅の高地移転で助
かった所、或いはそれでも壊滅してしまった所と明暗が分か
れました。防潮堤の効果で津波が防げたところ、駄目だった
ところも様々でした。津波対策の難しい所です。
　最終的には、早めに逃げる、これ以外には人命を守り抜け
ません。この知恵を世代を越えて繋いでゆくのにはどうすれ
ば良いのか、それが今我々に与えられた最大の課題でしょ
う。今回の津波の教訓をしっかりと伝えて行くためにも、あ
らゆる角度から今回の大津波を検証してゆくことが必要で
す。加えて、それらを着実に次世代に伝えてゆく方法につい
ても、皆で知恵を出し合う必要があります。

　東北大学名誉教授　首藤伸夫

津波の教訓 次代に津波の教訓 次代に



　「エッー・・・もうやってきたの
か！」
　3月11日14時46分、マナーモー
ドにしている携帯電話からの緊急地
震速報の警報音の10秒後（たぶん、
このくらいの時間が過ぎていたと思
う）に大きなゆれを感じ、机の上の
ディスプレイを押さえました。マグ
ニチュード（M）9.0の地震の始まり
でした。約1時間前には、このディ
スプレイを使って「想定宮城県沖地
震はもうじき発生する可能性が高い
ですよ」と、某放送局のテレビカメ
ラに向かって話していました。3月9
日に発生したM7.3の三陸沖の地震に
関する取材で、私の「想定宮城県沖
地震の外堀は完全に埋められてし
まったので、もう待ったなしの状況
です。」というコメントは、その日
の夕方にオンエアーの予定でした。
しかし、当然ですが、この取材は放
送されませんでした。
　未曾有の巨大地震の被災地におい
て地震を研究する機関がどのように
対応をしたのか、を知らせてほしい

図１　欠測観測点数の推移。

との要請を「なゐふる」編集員から
いただきました。時間の経過ととも
につらかったことは記憶の中から消
えていくものである、といわれてい
ます。地震から2ヶ月以上が過ぎて
いますが、印象に残っているいくつ
かの状況について記していきたいと
思います。
　強いゆれが収まる前に建物の外に
避難した人や、研究室内に取り残さ
れてしまった人などの安否確認を
真っ先に実施しました。携帯電話の
メールを用いて緊急連絡網を整備し
ていましたが、このシステムが今回
は非常に有用でした。春休み期間中
で仙台を離れていた学生・院生の安
否確認には多少の時間がかかりまし
たが、当日の17時くらいまでには全
員無事の確認が完了しました。これ
らの作業はすべて屋外で行いまし
た。夕闇が近づき寒さも厳しくなっ
てきたため、当センターの唯一の1
階建て建物である別館第2会議室に
「本部」を設置して、約1ヶ月間の活
動拠点としました。電話機、FAX、

コピー機、TVなどを自分たちで移設
しましたが、地震直後の数日間はこ
れらの機器はほとんど役に立ちませ
んでした。大地震後の通信網の混乱
はすでに何度も経験していたのです
が、今回は学内LANが被災してし
まったため、約1週間は外部との情
報交換に深刻な障害が生じてしまい
ました。
　当然ですが、ライフラインは全て
途絶えました。余震による強いゆれ
が少し収まりかけてきた18時頃か
ら、技術職員が中心となってテレメ
ター室の復旧作業が始まりました。
自家発電機が正常に稼働したためテ
レメター受信・記録システムは19時
には復旧しました。しかし、観測
データの収録が再開できたのは学内
通信網が復旧した13日です。この時
点で欠測していた（センターにデー
タが届かない）観測点は、主に太平
洋側の63点でした。M9の地震の発
生は週末金曜日の午後でした。ここ
から2週間以上に及ぶ復旧作業が始
まりました。技術職員や若手教員が

観測網 完全復旧まで61日
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宮城県沖のスラブ内地震（M7.1）



チームを結成して、欠測した地震と
地殻変動の観測点の復旧作業にあた
りました。欠測の原因は様々、地震
および津波による道路被害の状況は
甚大、ガソリン不足などなど、通常
の観測点保守作業とは比較にならな
い困難な作業でしたが、被災61日後
にやっと地震発生前の状況にまで復
旧しました。一連の復旧作業の中
で、宮城県の離島である金華山と江
島の観測点の復旧作業には、宮城県
総務部危機対策課の協力によりヘリ
コプターを利用させていただきまし
た。3月25日にはNTTドコモの協力
で衛星電話回線を利用したテレメ
ターシステムを江島観測点に設置、
4月1日には金華山観測点に衛星通信
アンテナを設置しました。これらの
観測点を早期に復旧できたことによ
り、Ｍ９地震時の地殻変動や4月7日
の宮城県沖のスラブ内地震（M7.1）
のデータを取得することができまし
た。
　当センターでは、想定宮城県沖地

学へ届けていただいた救援物資の
数々は、各大学の皆様の心温まるご
援助でした。
　この原稿をまとめている５月中旬
でも、当センターの一部の建物は柱
や壁の亀裂のため要注意、建物周辺
の敷地の地割れはブルーシートで覆
われています。親族に犠牲者をもつ
職員、宿舎が被災して転居せざるを
得なくなった職員、不便な生活を
送った職員など様々な状況の中で、
スタッフ、院生、学生が一致団結し
て2ヶ月間をがんばってきました。
さまざまな人々や機関からのご援助
をいただきながら、研究活動も少し
ずつではありますが継続していける
状況です。それらの研究成果につい
ては別の機会にお知らせできると思
います。

震に備えて全国の大学や研究機関と
連携して、海底地震計や海底水圧計
の連続観測と、GPS音響結合方式の
海底地殻変動観測を長年にわたって
続けていました。今回の超巨大地震
はこれらの観測計器が設置されてい
る海域の下で発生しましたので、地
震後に急遽観測用船舶を手配して、
観測装置の回収や新たな測定観測を
実施しました。その結果、海底が東
南東方向に31m移動した観測史上最
大の海底地殻変動をとらえることが
できました。離島や海底におけるこ
れらの観測データは、今後の研究に
大きな貢献をするものと確信してい
ます。
　地震発生後には全国大学連合によ
る臨時余震観測やGPS観測が立案さ
れ、現在も多数の臨時観測点が稼働
中です。北は北海道大学から南は鹿
児島大学までの全国の大学が、東北
地方や関東地方に多数の臨時観測点
を設置しました。その際、ガソリン
や食料の不足で困窮していた東北大

写真　宮城県に設置されている東北大学金華山観測点での復旧作業の様子（2011年4月1日撮影）。停電および電話回線不通
　　　のため、太陽電池パネルによる通信衛星テレメター設備を設置して地震計、歪計、ＧＰＳのデータ伝送を復活させた。

東北大学大学院理学研究科
地震・噴火予知研究観測センター

海野徳仁



※「おもな地震活動」の見方の詳細は
　「なゐふる」No.31 p.7をご覧下さい。
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気象庁地震津波監視課　近藤さや

　2011年２月～５月に震度５弱以
上を観測した地震は49回で、そのう
ち36回は「平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」の余震域で
発生しました。図の範囲の中でマグ
ニチュード（M）5.0以上の地震は
573回発生し、このうち東北地方太
平洋沖地震の余震は498回でした。
　「M6.0以上」、「震度５強以上」
の地震の概要は次のとおりです（東
北地方太平洋沖地震の余震について
は次頁参照）。

4/1 19:49 深さ12km M5.0 震度５強
地殻内で発生した地震で、秋田県で
最大震度５強を観測しました。

4/7 23:32 深さ66km M7.1 震度６強
太平洋プレート内で発生した地震
で、宮城県で最大震度６強を観測し
ました。この地震に対し気象庁は津
波警報を発表しました。津波は観測
されませんでした。

4/11 17:16 深さ6km M7.0 震度６弱
東北地方太平洋沖地震の発生後、福
島県浜通りから茨城県北部にかけて
地殻内の地震活動が活発化し、3月
11日以降5月31日までにM5.0以上
の地震が21回（震度５弱以上を観測
する地震が11回）発生しました。4
月11日の地震の震源付近では、現地
調査により地表断層が確認されまし
た。

4/16 11:19 深さ79km M5.9 震度５強
この地震により、軽傷者6人の被害
が生じました。

秋田県沖

秋田県内陸北部
M7.0以上あるいは死者50人以上の
被害を伴った地震は以下のとおりで
す。（時刻は日本時間、震源要素、
被害は米国地質調査所（USGS)によ
るもの、米国地質調査所（USGS)に
よるによるモーメントマグニチュー
ド（６月10日現在)。)

●ニュージーランド、南島
2/22 08:51 深さ5km Mw6.3
インド-オーストラリアプレートと太
平洋プレートの境界付近で発生した
地震です。この地震により、死者
166人、行方不明者240人、建物被
害約100,000棟などの被害が発生し
ました。

●ミャンマー
3/24 22:55 深さ8km Mw6.8
この地震により、死者74人以上、負
傷者111人以上、建物被害413棟以
上などの被害が生じました。

長野県・新潟県県境付近

○2 三陸沖（平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震）

世界の地震

2011年2月～5月

おもな地震活動

3/9 11:45 M7.3 震度５弱
太平洋プレートと陸のプレートの境
界で発生した地震で、宮城県で最大
震度５弱を観測しました。９日の地
震に対し気象庁は津波注意報を発表
し、岩手県大船渡で55cmなど、北
海道から関東地方北部にかけての太
平洋沿岸で津波を観測しました。

3/11 14:46 M9.0 震度７
（次頁参照）

3/12 03:59 深さ8km M6.7震度６強
3/12 04:31 深さ1km M5.9 震度６弱
3/12 05:42 深さ4km M5.3 震度６弱
地殻内で発生した地震で、３月12日
の地震により、長野県と新潟県で負
傷者57人、住家被害2,406棟などの
被害が発生しました。

3/12 04:46 深さ24km M6.4 震度４
1983年日本海中部地震の余震域内
で発生した地震で、北海道、青森
県、秋田県で最大震度４を観測しま
した。

3/15 22:31 深さ14km M6.4 震度６強
この地震により、静岡県で最大震度
６強を観測し、負傷者50人、住家一
部破損521棟などの被害が発生しま
した。

三陸沖

静岡県東部

福島県浜通り

宮城県沖

茨城県南部

 　2011年２月１日～５月31日 Ｍ≧3.0
地震数＝9730(太枠内)
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　平成23年3月11日14時46分、三
陸沖でマグニチュード(M)9.0の地震
が発生し、宮城県栗原市で震度7、
宮城県、福島県、茨城県、栃木県の
4県で震度6強を観測したほか、東日
本を中心に北海道から九州地方にか
けての広い範囲で震度６弱～1を観
測しました。また、この地震に伴
い、福島県相馬で高さ9.3ｍ以上、宮
城県石巻で高さ8.6m以上、岩手県宮
古で高さ8.5ｍ以上の非常に高い津波
を観測したほか、東北地方から関東
地方北部の太平洋側を中心に、北海
道から沖縄にかけての広い範囲で津
波を観測しました（表紙図参照）。
また、アメリカの太平洋側で高さ約
2.5mの津波を観測するなど、太平洋
沿岸全域で津波を観測しました。こ
の地震（余震を含む）により、死者
15,240人、行方不明8,173人、全壊
家屋112,528棟などの甚大な被害を
生じました（6月9日15時現在、総
務省消防庁第127報による）。
　この地震に対し、気象庁は最初の
地震波の検知から3分後の14時49 
分に岩手県、宮城県、福島県の沿岸
に津波警報（大津波）を、北海道か
ら九州にかけての太平洋沿岸と小笠
原諸島に津波警報（津波）と津波注
意報を発表しました。その後、津波
警報・津波注意報の範囲を拡大する
続報を順次発表し、３月12日03時
20分には日本の全ての沿岸に対して
津波警報、津波注意報を発表しまし
た。
　気象庁はこの地震を「平成23年
（2011年）東北地方太平洋沖地
震」（英語名：The 2011 off the
Pacific coast of Tohoku Earthqu
ake）と命名し、政府はこの地震に
よる震災の名称を「東日本大震災」
としました。「平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」（M9.0）
は、国内観測史上最大規模の地震と
なりました。
　この地震の発震機構は、西北西－
東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型
で、太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した地震です。地震活
動は本震－余震型で推移しており、

余震は徐々に減ってきていますが、
M7.0以上の余震が5回、M6.0以上
の余震が81回、M5.0以上の余震が
498回発生するなど余震活動は非常
に活発です(5月31日現在)。余震は
岩手県沖から茨城県沖にかけて、震
源域に対応する長さ約500km、幅約
200kmの範囲に密集して発生してい
るほか、震源域に近い海溝軸の東

側、福島県及び茨城県の陸域の浅い
場所も含め広い範囲で発生していま
す（図参照）。
　なお、今回の本震が発生する2日
前の3月9日11時45分には、本震の
北東側でM7.3の地震（最大震度5
弱）が発生していました。

　　気象庁地震予知情報課　上野寛

図１　海域で発生した主な地震の余震回数比較と今回の地震の余震分布

東北地方
太平洋沖地震
概要

1.  03/09  11:45  M7.3  最大震度5 弱
2.  03/11  14:46  M9.0  最大震度7 (本震)
3.  03/11  15:08  M7.4  最大震度5 弱
4.  03/11  15:15  M7.7  最大震度6 強 (最大余震)
5.  03/11  15:25  M7.5  最大震度4 (海溝軸より東側の太平洋プレート内の地震)
6.  04/07  23:32  M7.1  最大震度6 強 (沈み込む太平洋プレート内の地震)
7.  04/11  17:16  M7.0  最大震度6 弱 (陸域の浅い地震)

リスト１　3月9日以降のM7.0以上の地震。番号は図１中の星印中の番号と対応。

海域で発生した主な地震の余震回数比較(※本震を含む)
（マグニチュード5.0以上） 2011年05月31日24時00分現在

本震からの経過日数
※この資料は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。
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平成 23 年 (2011 年 ) 東北地方太平洋沖地震 (M9.0)

平成 6年 (1994 年 )北海道東方沖地震 (M8.2)

1952 年十勝沖地震 (M8.2)

1933 年三陸地震津波 (M8.1)

平成 15 年 (2003 年 ) 十勝沖地震 (M8.0)

平成 6年 (1994 年 ) 三陸はるか沖地震 (M7.6)

（挿入図の黒枠内の地震をカウントしている）



図１　気象庁マグニチュードの計算に用いた国内の地震波形例（変位波形）
　　　各観測点における最大振幅が一定値になるように規格化して表示しています。

　2011年3月11日に発生した東北
地方太平洋沖地震のマグニチュード
(M)は最終的には9.0となりました
が、途中で値が計3回変わりました。
　Mj7.9(14:49発表)→Mj8.4(16:0
0)→Mw8.8(17:30)→Mw9.0(3/13
12:55)
　最初に発表したM7.9とM8.4は気
象庁マグニチュード(Mj)と呼ばれる
値であり、M8.8とM9.0はモーメン
トマグニチュード(Mw)と呼ばれる値
です。
　気象庁マグニチュードは、日本各
地で観測した地震波の最大振幅を用
いて、距離による減衰の効果を補正
して決定します。気象庁は従来から
固有周期5～6秒の地震計の最大振幅
を用いており、過去約90年間にわた
り、一貫した方法で計算しているの
で、過去に発生した地震のMと比較
できる長所があります。また、最大
振幅から求めるので、速報性が高
く、加えて地震動による被害との相
関が良い長所もあります。しかし、
規模が大きい地震ほどゆっくり長く
すべりが続く特徴があり、周期の長
い地震波を出します。気象庁の地震
計ではこの周期の長い地震波の振幅
を正確に捉えることが出来ない欠点
があります。そのため、規模が大き
すぎる(おおよそM8.5以上)と、気象
庁マグニチュードは頭打ちの問題
（「なゐふる」55号参照）を抱える
こととなります。

図２　モーメントマグニチュードの計算に用いた海外の地震波形例（変位波形）
　　　両方の波形の最大振幅が比較できるように表示しています。同じ地点でも注目する周
　　　期により地震波形及び振幅が異なってきます。

ます。速報値の発表後しばらく経っ
てから、より多くの地震観測点の
データを用いて再度気象庁マグニ
チュードの計算を行い、暫定値とし
て発表しています。
　今回の東北地方太平洋沖地震で
は、津波警報等を迅速に発表するた
めに、地震発生から約2分半までの
間の最大振幅を用いて気象庁マグニ
チュードを7.9と求め、14:49にまず
速報値として発表しました（図1参
照）。今回の地震は、断層での破壊
継続時間は約3分もある超巨大地震
であり、地震発生後約2分半までの
間に、震源から近い観測点では最大
振幅を観測していますが、震源から
少し遠い観測点ではまだ最大振幅を
観測していませんでした。そのた
め、全ての観測点の最大振幅データ

M7.9→→M9 更新の理由

　一方、モーメントマグニチュード
は長周期の地震波を含めた地震波形
全体を用いて、地震を起こした断層
運動の強さ（断層の大きさ×断層の
ずれに比例した量）から算出しま
す。モーメントマグニチュードは最
終的な断層運動の規模から求めるた
めに、Mの頭打ちがなく、巨大地震
にも対応できる長所があります。一
方、地震波解析を行う必要があるた
めに、規模が大きく破壊過程が複雑
な場合は、迅速に、かつ、精度良く
計算することが困難となります。
　気象庁は通常、津波発生の判定や
速やかに情報を伝えるために、気象
庁マグニチュードを即座に求め、速
報値として発表します。速報値の計
算には速報性の観点から限られた地
震観測点のデータのみを使用してい
　

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300
地震発生からの経過時間（秒）

14:46 14:47 14:48 14:49 14:50 14:51

宮城県丸森観測点

福島県柳津観測点

富山県立山観測点

Mjma7.9 発表

3/11

本震

地震発生

0 10 20 30 40 50
解析に用いたデータ長（分）

Mw8.8: 

Mw9.0: 

CTAO観測点（オーストラリア）
上下動成分

5mm

周期83～333秒

周期200～1000秒
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　地球惑星科学連合大会の期間中で
ある5月23日に、幕張メッセ国際会
議場において第30回記者懇談会が開
かれました。参加者は40名で、うち
マスコミ関係者が22名でした。今年
の3月11日に東北地方大平洋沖地震
（東日本大震災）が発生したことも
あり、多数のマスコミ関係者が集ま
りました。
　はじめに、平原会長が、東北地方
大平洋沖地震で被災された方々への
お見舞いの言葉を語り、この超巨大
地震を、ほとんどの地震学者が想定
していなかった点について反省の弁
を述べました。その後、この地震に
関連したいくつかの活動も含め、
2011年度の地震学会の活動内容に
ついて平原会長・他から紹介があり

ました。続いて、平原会長自身が講
師となって「2011年東北太平洋沖
（超巨大）地震- 分かったこと、分か
らないこと- 」と題したレクチャーを
行いました。この超巨大地震の概要
の紹介がされるとともに、未解決の
謎の部分についても説明がありまし
た。レクチャー終了後、多数の質問
が記者から出され、予定時間をオー
バーして質疑応答が交わされま
した。
　東北地方太平洋沖地震は地震学お
よび地震学会の未熟さを示した地震
とも言え、これから地震学会は変
わっていかなくてはなりません。記
者懇談会でいただいた質問や意見
を、今後の地震学会の活動に生かし
て行きたいと考えています。

　  日本地震学会広報委員　小泉尚嗣

写真1
レクチャーを行う平原地震学会長。

を加え、再度マグニチュードを計算
すると、気象庁マグニチュードは8.4
となりました。
　前述のとおり、巨大地震の場合
は、気象庁マグニチュードは頭打ち
になっており、地震の規模を適切に
評価できません。通常はモーメント
マグニチュードの計算も同時に行っ
ているのですが、モーメントマグニ
チュードの計算に用いる国内の広帯
域地震観測点のデータのほとんどが
振り切れており、計算が出来ません
でした。そこで世界の観測点のデー
タを用いて解析を行いました。気象
庁での通常のモーメントマグニ
チュードを計算する周期帯は83～
333秒としています。この条件で
モーメントマグニチュードは8.8とな
りました(図2の上側の波形)。
　一方、断層運動を求める際の地球
の構造の仮定、断層モデルの設定、
使う地震波の周期によって、マグニ
チュードの大きさは0.1～0.2程度変
わってきます。今回の地震は規模が
大きいため、より長周期の波（周期
200～1000秒：図2の下側の波形）
に注目して解析すると、モーメント
マグニチュード9.0となり、地震発生
翌々日にこれを最終的な値として公
表しました。
　マグニチュードは、一つの地震に
一つの値と考えるかもしれません
が、地震波の最大振幅から求める方
法と、断層運動の規模から求める方
法で値が変わってきます。また、同
じ方法でも、計算に使用するデータ
長や様々な仮定などによって、値は
変化します。巨大地震ほど、マグニ
チュードの値が変わりやすい傾向が
あり、巨大地震の規模に関係する特
徴を知りたい時は、それぞれのマグ
ニチュードの性質を理解した上で
ニュースを見る目が必要です。

気象庁 上野寛 ・ 筑波大学 八木勇治

写真２　平原会長のレクチャーを聴く多数のマスコミ関係者。

第30回

記者懇談会が
開催されました
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　学会に帰属します。

磐梯山で「お宝さがし」
8 月6、7 日に東北初の地震火山こどもサマースクール

ク」に名乗りを上げています。そん
な磐梯山周辺のフィールドを楽しく
観察し、山がどのように高くなり、
また崩れていくのか、大地の仕組み
を実感できる実験なども行います。
　今年から、日本地質学会も主催学
会に入り、地震、火山、地質の第一
級の専門家が講師にそろい、地元や
各地の中高教師らもスタッフに参
画。参加する子どもたちは、2日目
の最後に地元の住民らを対象にした
公開フォーラムで、発見したことを
全員で発表します。
　募集対象は小学校5年生から高校
生まで、参加費は2000円です。募
集要項などは、以下のURLでごらん
いただき、申し込みは北塩原村役場
内の磐梯山ジオパーク協議会事務局
までFAXで受け付けます。

の刷新を検討していた矢先に東北地
方太平洋沖地震が発生し、紙面の刷
新は中断せざるを得ませんました。
なゐふる87号以降でも引き続き東北
地方太平洋沖地震に関する記事を取
り上げていくとともに、中断してい
た紙面の刷新を図っていきたいと思
います。
　これからもなゐふるの応援をよろ
しくお願いいたします。

Information

広報委員会からのおしらせ

　地球科学の第一線の専門家と小中
高生が一緒に地球の活動を楽しく発
見する恒例の地震火山こどもサマー
スクールの第12回は、「磐梯山のお
宝さがし」をテーマに、8月6－7日
に、福島県で開催いたします。
　3月11日に超巨大な地震を起こし
た太平洋プレートの沈み込みは、東
北地方にたくさんの火山も作りだし
ています。福島県会津地方にある
磐梯山は、1888年の噴火で起きた
「岩なだれ」で500人近くが犠牲に
なった場所です。大きく崩れた山が
谷を埋め、「五色沼」などの美しい
湖が点在する景色を作り、風景と温
泉を楽しみにおおぜいの観光客が訪
れる場所になっており、自然の営み
の恐ろしさと恵みを知ることができ
る場所として、今年「日本ジオパー

　今号は東北地方太平洋沖地震に関
係する記事を中心に編集しました。
一方、すでに編集作業をすすめてい
たなゐふる85号については基本的に
震災前に用意していた記事を掲載し
ました。
　なゐふる85号でお知らせしたとお
り、日本地震学会は今年度よりなゐ
ふるを年4回の発行とすることにし
ました。よりわかりやすい紙面へ

募集要項URL ▶ http://www.kodomoss.jp/ss/bandai/
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